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 (4) パネルディスカッション 

日  時：平成 30年 8月 22日(水) 9：00～10：20 

場  所：名古屋大学豊田講堂 

司会進行：大分高専 古川 明德 前校長・特命教授 

発 表 者：大分高専 高橋 徹 副校長・教務主事 

     都城高専グローカル農工学教育研究センター長 髙木夏樹准教授 

パネルディスカッションパネラー 

     高木浩一氏（岩手大学理工学部 教授） 

     内野敏剛氏（九州大学名誉教授(農学部)・九州大学特任教授） 

     濵田英介氏（都城高専名誉教授(物質工学科)・都城高専コーディネータ） 

     中川裕子氏（一関高専准教授(未来創造工学科化学・バイオ系）) 

     菅井恵介氏（㈱ルートレック・ネットワークス営業部マネージャー） 

ファシリテーター：大分高専 高橋 徹 副校長・教務主事 

 

（略） 

 
第 2部：パネルディスカッション 

 
【古川】どうもありがとうございました。今の取り組み事例についてのご質問もおありかと思いますが、ここでは

早速、ディスカッションに入らせていただき、その中で取り組みの質問等も聞かせていただければと思ってお

ります。 

パネルファシリテーターを、今事例説明いただきました高橋先生にお願いし、パネラーとしては詳しい紹介

はそれぞれの先生方にお譲りして、ここでは簡単にパネラーを紹介させていただきます。まず、農工連携研究

の第一人者であります高木先生、農学の立場から AE 教育に助言をいただいています内野先生と、先ほどから

話があがっています農学概論の講師をご担当いただいています濵田先生と中川先生、そして企業から AE 教育

に熱い熱意を送っていただいてます菅井さんにパネラーとなって、前のスライドに掲げています 5 つの質問に

ついてお考えをうかがいます。何回も言いますが、最終的には、ディスカッションを通して先生方に、各高専

の AE 教育の導入というものをイメージしていただくことが大事と考えていますので、フロアからも積極的に

「こういう点はどうなっているのか」ということを質問していただきたいと思っております。 

【高橋】お時間をいただきまして、パネラーの先生方は前のほうにお願いします。各先生方は短い時間で自己紹介

していただきますので、まず自己紹介はこちらに入れていますから。どうぞ、お座りください。ありがとうござ

います。パネラーの自己紹介のかたちでしていただきたいと思います。まず、皆さんの見ていらっしゃる右手か

ら、岩手大学理工学部教授の高木浩

一先生です。よろしくお願いします。 

【高木】岩手大学の高木と申します。大

学に勤める前は、大分高専のほうで 6

年ほど教鞭を取っておりました。こ

の資料は中国で作ったものですか

ら、あまり資料がなくて、高専で時々

科研費の取り方という講習会を開い

ているもので、去年鶴岡高専でやっ

たときの資料をそのまま転用してい

ます。科研の A とか何とかいろいろ

書いているんですけれども、それは

そのせいです。 
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はそれぞれの先生方にお譲りして、ここでは簡単にパネラーを紹介させていただきます。まず、農工連携研究

の第一人者であります高木先生、農学の立場から AE 教育に助言をいただいています内野先生と、先ほどから

話があがっています農学概論の講師をご担当いただいています濵田先生と中川先生、そして企業から AE 教育
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「こういう点はどうなっているのか」ということを質問していただきたいと思っております。 

【高橋】お時間をいただきまして、パネラーの先生方は前のほうにお願いします。各先生方は短い時間で自己紹介

していただきますので、まず自己紹介はこちらに入れていますから。どうぞ、お座りください。ありがとうござ

います。パネラーの自己紹介のかたちでしていただきたいと思います。まず、皆さんの見ていらっしゃる右手か

ら、岩手大学理工学部教授の高木浩

一先生です。よろしくお願いします。 

【高木】岩手大学の高木と申します。大

学に勤める前は、大分高専のほうで 6

年ほど教鞭を取っておりました。こ

の資料は中国で作ったものですか

ら、あまり資料がなくて、高専で時々
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ているもので、去年鶴岡高専でやっ
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ます。科研の A とか何とかいろいろ
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そのせいです。 
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大学では農学部だったので、そこで土

壌肥料、植物関係、微生物関係の勉強

をしました。企業に行って工学的なこ

とをやって、その後、高専に平成 9 年

から約 20 年間、過去に習ったものを

活かして現在があるということでご

ざいます。 

農学部出身としましては、工学の方

が農学に興味を持っていただけるの

は大変ありがたいことであります。ど

うぞ、よろしくお願いいたします。 

【高橋】どうもありがとうございまし

た。濵田先生は、農学概論の第 3 章を

ご執筆いただいております。 

続きまして一関高専の准教授、未来創造工学科バイオ系の先生でいらっしゃいます中川裕子先生です。よろ

しくお願いします。 

【中川】一関高専の化学・バイオ系の中

川と申します。私は東北大学の農学部

の植物育種学講座というところの出

身で農学博士を持っています。今は旧

物質化学工学科ですが、学科名が変わ

りまして未来創造工学科の化学・バイ

オ系のバイオ系の教員として働いて

います。卒業後、アメリカのインディ

アナ州のパデュー大とか東京大学の

生物工学研究センターでも植物の研

究を行っていたんですけれども、その

後、微生物に研究対象を変えまして、

今は酵素工学を行っています。 

皆さんがよく聞くバイオテクノロ

ジーというものを使っていろいろとやっていまして、それが元で今回の教科書の 12 章を担当させていただい

て講義とか、一関高専側の世話をしている感じになっています。高専で担当している専門の授業は遺伝子工学

とか酵素工学とか生物工学実験実習で、今後は生化学のほうも担当していく感じですけれども、うちは学生が

興味を持って授業を受けてくれていますので、その子たちの感想を交えながらパネリストとして喋れればいい

と思っております。よろしくお願いいたします。 

【高橋】ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

では、パネリスト最後ですけれども、株式会社ルートレック・ネットワークスの菅井恵介様でございます。

よろしくお願いします。 

【菅井】おはようございます。ルートレック・ネットワークスは聞かれたことがないと思いますが、アグリテック

のベンチャー企業で今仕事をしている菅井といいます。このパネリストの中で、僕だけ先生じゃないんで、すみ

ません。喋り方が悪かったら申し訳ないです。 

私自身は農学部のドクターを 中退していまして、その後、経営学の修士で MBA を取得しています。仕事

としては、そこの 1 番に書いてある北興化学というのは日本で 2 番目に大きい会社ですが、農薬だとそこでマ

ーケティングとか営業の仕事をしました。それから、二つ目の東洋合成工業というのは半導体材料を作る会社

ですけど、そこで事業部の責任者で研究開発のマネジメントとか製造の工場のマネジメントをしました。今は、
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今、農工連携のかたちで科研費の基盤研究 A の代表をやっております。下のほうに写真が出ていると思いま

す。人工雷でキノコをたくさん生やしますという研究が朝日新聞とかナショナルジオグラフィックで取りあげ

られました。これも連携でやっておりまして、中川先生とゆかりの深い方と一緒に研究をやっております。テ

レビにもよく取り上げられています。一番左側は『夢の扉』というテレビですけれども、これは農産物の鮮度

を保ちますというもので、これは内野先生のプロジェクトでやっています。 

科学教育にも力を入れていまして、大  体年間に 40 回ぐらい科学館とか小中高校で授業をやっています。

それを 10 年以上続けていましたら、文部科学大臣賞普及部門で去年大臣賞をいただいております。 

今日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

【高橋】ありがとうございました。 

続きまして、九州大学名誉教授で九州大学の現在特任教授でいらっしゃいます内野敏剛先生、よろしくお願い

いたします。 

【内野】九州大学内野でございます。そこに書いておりますように、九州大学農業工学科を卒業いたしまして、1

回民間に出ております。その後、また

大学に戻りまして今年の 3 月に退職い

たしまして、現在は名誉教授、特任教

授ということでございます。 

下にありますように研究は三つに

大きく、二つですかね、分かれており

まして青果物の鮮度保持の研究と、も

う一つは工学的なセンスが入ってく

る高電圧とか放電プラズマを利用し

た研究ということで、昔から静電散布

の研究とか、あるいは今現在、高木先

生と一緒に鮮度保持にプラズマを使

う研究をいたしております。 

それで農業、下のほうにここにござ

いますが、農業といいますと農学の教育、例えば細胞学でありますとか植物生理学、作物学、そういうふうな

のが頭の中にある。それだけでは学力は十分ではないということで、どうしてもこのようなトラクターを作る

にしても工学的な素養が必ず必要になってまいります。それで将来的にといいますか工学的、工学部の卒業生、

あるいは高専の卒業生の皆さま方が農学に興味を持ってもらうということ、農業に興味を持ってもらうことは

農業農学に取りましては非常に大切なことと存じております。 

それで今現在、高専のほうで農学の教育をするということですね。そうしますと、要するに工学的な素養を

持った人が農業のことをいろいろ考えることができるようになってまいりますので、私どもとしましても非常

にありがたいということを存じております。以上でございます。 

【高橋】ありがとうございました。 

では、続きまして濵田英介先生、都城高専の名誉教授、物質工学科の名誉教授で、現在は都城高専のコーデ

ィネーターをしておられます濵田英介先生です。よろしくお願いします。 

【濵田】皆さん、こんにちは。濵田でございます。私は昨年の 3 月に定年になりましたけど、現在は都城高専で文

科省の COC＋事業、これは若者が外へ出て行ってしまう、県外へ出て行ってしまうことを引き留め、U、I、J

ターンの受け口を作るという事業です。 

しかし、私の在職中にほとんどその仕組みは考えて進めていましたので、ほぼ出来上がったかたちになって

おります。ですから、2 番目の農業エンジニアリング教育とか、今まさに会議で話させていただいている話が主

な関心事でございます。 

もう一つは都城市教育委員として小中学校の教育を研究、勉強しております。そしてそれが高専にどうつな

がっていくかというところにも関心があります。 
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では、パネリスト最後ですけれども、株式会社ルートレック・ネットワークスの菅井恵介様でございます。

よろしくお願いします。 

【菅井】おはようございます。ルートレック・ネットワークスは聞かれたことがないと思いますが、アグリテック

のベンチャー企業で今仕事をしている菅井といいます。このパネリストの中で、僕だけ先生じゃないんで、すみ

ません。喋り方が悪かったら申し訳ないです。 

私自身は農学部のドクターを 中退していまして、その後、経営学の修士で MBA を取得しています。仕事

としては、そこの 1 番に書いてある北興化学というのは日本で 2 番目に大きい会社ですが、農薬だとそこでマ
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【中川】必要かどうかですけれども、先ほどのルートレックさんの話にもありましたように、農業にもどんどん

IT が取り入れられていて、そっちにお金が流れていますし、現実的に農業従事者が高齢化、減少しているとい

うことから、技術を取り入れてどんどん省力化していくことはもちろん必要になってきます。 

そのときに、植物を育てるなり畜産物を育てるときに全くそれについて知らないと、どこをどう改善したら

収量が増えるのかということがさっぱり分からない。1 回実習してみるだけでも全然違いますし、例えば私た

ちが書いた教科書でキーワードを分かっていると、調べときにどう調べたらいいかが分かる。そうすると、シ

ステム作りにも得であることから必要だと思っています。 

もちろん、高専でも生物とか生化学を教えるわけですが、生物の知識が得られても実践ではないですね。そ

こを生めるところが農学になっていますし、私どもの県はそこそこ農業が盛んで、家が兼業農家だったりする

学生さんもいますので、割と身近に感じてもらえる科目なのかなと思っております。以上です。 

【高橋】ありがとうございました。内野先生、お願いします。 

【内野】確かに非常に難しいテーマですが、今までどおりの考え方というところからしたら、はっきりする必要は

ない。ただ、先ほど濵田先生もおっしゃいましたように、今から農業は発展産業というふうにも捉えられますし

農林水産省は、今は 2019 年までになっていますかね。農産物の輸出を 1 兆円に乗せるということをやっており

ます。そうしますと、そのためにはどうしても今までどおりではいかないということになってくるのではなか

ろうかと思います。 

工業者の工学者、工業技術者の素養、力がどうしても必要になってくると思いますが、それを百パーセント

工業の視点でそれをそのまま農業に持ち込まれるのは無理があると思います。話もできないと、全く農業・農

学の素養がない方と実際に今まで農業をやってこられた方との接点はない、話ができない。ですから、やはり

どうしても農業に参入しようとか農業に興味を持つという意味で、工業あるいは工業技術者の方が入ってこら

れるとすると、その中には農学、農業の素養がある程度は必要になってくる。 

高専教育、あるいは工学部の学生の教育などに農学を一部入れていくことをやりますと、学生さんの視点が

広がる。自分たちは、必ず卒業後は工業の何かに就いて大手の電機メーカーとか機械メーカーに入って、自動

車メーカーに入ってというところから、まだほかにもあるんだよという視点が広がるという意味でも、農学教

育は役に立つのではなかろうかと考えています。 

【高橋】ありがとうございました。では菅井様、最後によろしいですか。 

【菅井】私は必要だと思っています。農業を産業で見たときの考え方ですが、農業の課題は三つありまして一つは

生産性が低いこと、二つ目が安定したアウトプット、収量、品質が得られないこと、あとは日本固有ですが、高

齢化が進んでいることの三つだと思います。どこかで聞いた課題だなと思って見ると、一番目の生産性の低さ

と安定したアウトプットが得られない、工業で昔課題になったことなのかなと考えています。そういったとこ

ろを考えていくと、工業技術者の方が農学を学んで、こういった農業の課題に当たっていただくことは非常に

有用かなと思います。 

高齢化は止められないので、これをどういうふうに考えていくかというと、自分に引き付けるわけではない

ですがロボットとか、そういったところになるのかなと。そういうふうに考えると、工業技術者ですけど作物

とか、そういったものを知ってロボットの設計をできる方は非常に活躍の場が広がるんじゃないかと考えてい

ます。以上です。 

【高橋】ありがとうございました。それぞれの先生のお立場から提起していただきました。農業が、生物だけじゃ

なくて実践としては必要じゃないかと。それから、工学の視点があればディスカッションできるということで

すね。それから、技術者としても視点が広がると。そして、生産性や高齢化に対する解決策としても技術者が貢

献できるのではないかというお話をいただきました。 

ぜひ、ここからはフリーディスカッションで、時間は限定されますが、していきたいと思います。何か今の

ことにご質問、あるいはコメント、先ほどの前半の部分も含めまして何かご質問等がありましたら、忌憚のな

いコメントをいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 
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ルートレック・ネットワークスという

会社で働いています。 

どんな仕組みを今売っているかと

いうことですけれども、このシステム

名「ゼロアグリ」という仕組みで日本

ベンチャー大賞をいただいた仕組み

です。ちなみに、メルカリさんと同じ

時期にこのベンチャー大賞をいただ

いています。 

何をやっているかというと、圃場に

センサーを入れて、そのセンサーで得

られたデータを携帯の回線でクラウ

ドに送るんです。そこで、人工知能で

そのハウスに必要な水とか肥料の量

を計算します。そのデータをまた圃場に戻して、全自動で水とか肥料を畑に供給する仕組みです。ざっくり言

うと、ICT と AI を活用した技術を日本 120 カ所ぐらいで使っていただいていますが、そういう普及をしてい

ます。 

そういった視点から、今日はお話しできればと思います。よろしくお願いします。 

【高橋】パネリストの皆さま、お忙しい中パネリストになっていただきまして、本当にありがとうございます。 

では、早速パネルディスカッションを始めさせていただきたいと思います。大きく三つに分けています。最

初のお題はそこに 1、2 とありますけれども、要は農学の素養を持った工業技術者を育成する必要はあるのか、

するメリットはあるのかという、それが前提で今アグリエンジニアリング教育を作っているんですから、それ

がないとやばいんですけれども、それについてパネリストの方にお話をいただいて、皆さまとディスカッショ

ンできればと思っております。 

では、テーマに沿って濵田先生、中川先生、内野先生、そして菅井さまにお話を少しずついただければと思

います。まず、濵田先生からでよろしいですか。 

 

テーマ：(1) 工業技術者に農学の素養は必要か？ 

(2) 工業技術者が農学の素養を持った場合のメリットは？ 

 

【濵田】工業技術者に農学の素養は必要かということですが、私自身は難しい面もあるなと思っていました。それ

は農業全体を工業技術者が支えるのかというと、とてもそういうわけにもいかないだろう。あくまでも農業を

やっている人たちのカウンターパートとして、そして農学という学問があって、それに対してどう入り込むか

ということです。 

一方で、今トーンが下がっている感じがしますが、TPP とか自由貿易の FTA というものが盛んに各国で結

ばれてくる。そうすると、外国の安い農産物が日本に入ってきて、それは各段に安いので、日本の農業の一部

は完全撤収みたいなかたちになりますので負けるんですね。日本の農業は大きく負けてくるかもしれない。だ

から、政府は農業の構造改革をして強い農業を作ろうということがあるわけです。 

そうしますと、そこには経営の視点とか工業・工学でスケールアップ(規模の拡大)、労力を減らす、あるいは

効率的な農業を行うということが必ず必要になるわけです。そうすると、そこは工学部が参加する意義が出て

くる、出て行かざるを得ないということになるんだろうと思っています。 

ですから少し先の目で見て、あるいは見えない部分があるにしても素養は持っていたほうがいい。農業技術

者、農学者と話すためには工学者が農業の素養を持っていないとディスカッションできない。コラボレーショ

ンもできないことになりますから、ぜひ必要だという意見です。 

【高橋】ありがとうございます。中川先生。 
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【中川】必要かどうかですけれども、先ほどのルートレックさんの話にもありましたように、農業にもどんどん

IT が取り入れられていて、そっちにお金が流れていますし、現実的に農業従事者が高齢化、減少しているとい

うことから、技術を取り入れてどんどん省力化していくことはもちろん必要になってきます。 

そのときに、植物を育てるなり畜産物を育てるときに全くそれについて知らないと、どこをどう改善したら

収量が増えるのかということがさっぱり分からない。1 回実習してみるだけでも全然違いますし、例えば私た

ちが書いた教科書でキーワードを分かっていると、調べときにどう調べたらいいかが分かる。そうすると、シ

ステム作りにも得であることから必要だと思っています。 

もちろん、高専でも生物とか生化学を教えるわけですが、生物の知識が得られても実践ではないですね。そ

こを生めるところが農学になっていますし、私どもの県はそこそこ農業が盛んで、家が兼業農家だったりする

学生さんもいますので、割と身近に感じてもらえる科目なのかなと思っております。以上です。 

【高橋】ありがとうございました。内野先生、お願いします。 

【内野】確かに非常に難しいテーマですが、今までどおりの考え方というところからしたら、はっきりする必要は

ない。ただ、先ほど濵田先生もおっしゃいましたように、今から農業は発展産業というふうにも捉えられますし

農林水産省は、今は 2019 年までになっていますかね。農産物の輸出を 1 兆円に乗せるということをやっており

ます。そうしますと、そのためにはどうしても今までどおりではいかないということになってくるのではなか

ろうかと思います。 

工業者の工学者、工業技術者の素養、力がどうしても必要になってくると思いますが、それを百パーセント

工業の視点でそれをそのまま農業に持ち込まれるのは無理があると思います。話もできないと、全く農業・農

学の素養がない方と実際に今まで農業をやってこられた方との接点はない、話ができない。ですから、やはり

どうしても農業に参入しようとか農業に興味を持つという意味で、工業あるいは工業技術者の方が入ってこら

れるとすると、その中には農学、農業の素養がある程度は必要になってくる。 

高専教育、あるいは工学部の学生の教育などに農学を一部入れていくことをやりますと、学生さんの視点が

広がる。自分たちは、必ず卒業後は工業の何かに就いて大手の電機メーカーとか機械メーカーに入って、自動

車メーカーに入ってというところから、まだほかにもあるんだよという視点が広がるという意味でも、農学教

育は役に立つのではなかろうかと考えています。 

【高橋】ありがとうございました。では菅井様、最後によろしいですか。 

【菅井】私は必要だと思っています。農業を産業で見たときの考え方ですが、農業の課題は三つありまして一つは

生産性が低いこと、二つ目が安定したアウトプット、収量、品質が得られないこと、あとは日本固有ですが、高

齢化が進んでいることの三つだと思います。どこかで聞いた課題だなと思って見ると、一番目の生産性の低さ

と安定したアウトプットが得られない、工業で昔課題になったことなのかなと考えています。そういったとこ

ろを考えていくと、工業技術者の方が農学を学んで、こういった農業の課題に当たっていただくことは非常に

有用かなと思います。 

高齢化は止められないので、これをどういうふうに考えていくかというと、自分に引き付けるわけではない

ですがロボットとか、そういったところになるのかなと。そういうふうに考えると、工業技術者ですけど作物

とか、そういったものを知ってロボットの設計をできる方は非常に活躍の場が広がるんじゃないかと考えてい

ます。以上です。 

【高橋】ありがとうございました。それぞれの先生のお立場から提起していただきました。農業が、生物だけじゃ

なくて実践としては必要じゃないかと。それから、工学の視点があればディスカッションできるということで

すね。それから、技術者としても視点が広がると。そして、生産性や高齢化に対する解決策としても技術者が貢

献できるのではないかというお話をいただきました。 

ぜひ、ここからはフリーディスカッションで、時間は限定されますが、していきたいと思います。何か今の

ことにご質問、あるいはコメント、先ほどの前半の部分も含めまして何かご質問等がありましたら、忌憚のな

いコメントをいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 
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【旭川高専：ＳＫ先生】旭川高専のＳＫです。今日は、お話をありがとうございます。我々も似たようなことをや

っておりまして、我々と同じ方向に来ているなと思って聞いていました。問題点も同じところにたどり着いて

いるなと思っていたんですけれども、先ほどの濵田先生のお話を聞いて、なるほど、スタートの考え方も我々に

非常に近いと、そういうことになると、収れん進化というかたちになってきたのかなと思いました。 

我々の取り組みの違いは一つありまして、我々は農業だけじゃなくて食品、医療、福祉、地域の問題のいろ

いろな分野に手を出しているところです。先ほどのお話で濵田先生が言われたとおり、今回の取り組みはあく

までもツールで、農業でも福祉でもいろんなところに高専の学問が、技術が役立てることを学生に気付かせる

チャンスに非常につながったと。学生にいろんなこういうかたちで PBL をやらせていくと、僕の分野は何に役

立つのかなとよく理解していない学生がいたんですけれども、これをやって、ああ、ここに電気の力が使える

んだ、化学の力が使えるんだということで、気付かせのきっかけに非常になったと思っておりますので、これ

からもぜひ農業に非常に特化しているので勉強させていただきたいところもあります。 

反面、我々はいろいろなところに手を出しますので展開も非常にできると思います。このパッケージができ

ると今度は医療にこれをやってみよう、ほかの分野にやってみようというかたちで簡単に切り替えできると思

いますので、そのときはぜひお声をかけていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

【高橋】ありがとうございました。 

【旭川高専：ＫＳ先生】旭川高専のＫＳと申します。今のＳＫ先生と同じことですけれども、まず工学、こちらの

ほうは完全にスタート材料から企画に入って、なかばいろんな意味で完全に再現性が付く、そういった技術の

世界だと思います。 

一方、農学の農業のほうはまだまだ unknown のパラメーターが山ほどあって、当然スタートする種そのも

のも遺伝子の情報が微妙に違ったりということで、両者は本当に正反対の対象物だと思います。 

そういった場合に、工学系の学生に対して農学のパラメーターがあって非常に不確定要素が多いものも、工

学の再現性のあるものをどういうかたちで折り合いを付けて実際に教育されているかをお伺いしたいと思って

います。 

【高橋】それは次のカリキュラムのこともありますので、まとめて一緒でもよろしいですか。 

【旭川高専：ＫＳ先生】結構です。 

【高橋】ご質問、ありがとうございます。 

先ほどのをまとめますと、会社としては農業関係だけに行く学生を育てたいということではなくて、トヨタ

とかさまざまなところに行くと。そういう中で、今回の部分は工学そのものを深める教育資材として使うとい

うこと。一方で、会社のほうも多角化がどんどん進んでいて、工業にということではなくなりつつもあるんだ

よということもお話をいただきました。 

では、次のお題に行きたいと思います。次は、そういうことで仮に必要だとした場合に、具体的にはどんな

カリキュラムがいいのかということをディスカッションしていただければと思っておりまして、アグリエンジ

ニアリング教育を導入するためのカリキュラムはどんなものだろうか、あるいはアグリエンジニアリング教育

を導入した後はどんなことをすればいいのかということでお話をいただきたいと思います。さまざまな視点が

あろうかと思います。まず内野先生、よろしいですか。 

 

テーマ：(3) AE教育を導入するための必要なカリキュラムは？ 

(4) AE教育を導入した後は、どのようなことをすれば良いか？ 

 
【内野】先ほど教科書が回っておりましたけれども、農学の教育を本当にやるんであれば、非常に時間をかけて一

つの章を半年かけてやるというかたちになってくると思います。最低限は、やはり植物のことをどうしても知

っておかなければいけないということで、作物学であるとか植物生理学は絶対に逃してはならないところでは

なかろうかと思います。 

あとは、実際に農業というものがどういうものであるかを知るためには、残念ながら座学では分かりません。

農学部の教育も、もちろん座学で今言ったような科目があるんですけれども、実際に現場に近いところを見る、
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＜質疑応答＞ 

【福井高専：Ｋ先生】福井高専のＫと申します。質問ですけれども、今農業の視点が工業に必要かという話があっ

たんですけれども、私どももいろいろと考えているんですが、農業の立場からすると間違いなく工業の多視点

は必要だというふうに思います。 

一方で、高専は先ほども出ましたが、自動車メーカーとか電機メーカーとか、いろいろな産業に対して学生

を輩出する組織だと思うんです。そういう工からの立場として、農業を教育に取り入れることがどれだけメリ

ットがあることかという議論がされていると思いますが、そういうふうな立場からのご意見があったらお伺い

したいんですが、いかがでしょうか。 

【高橋】工の立場から見たときに、農に広げることの意味付けみたいな？ 

【福井高専：Ｋ先生】自動車メーカーに就職する学生がいたとして、農学を学んだから良かったよというふうな在

り方があるのか。 

【高橋】いかがでしょうか。濵田先生。 

【濵田】本当に農業だけというわけにはもちろんいかないわけで、まずは農学あるいは農業を 1 つの教育資材と

して高専の中に取り入れるという考え方がいいのではないかなと思います。我々がシラバスを作るときにルー

ブリックを使っていますよね、今。ルーブリックは到達レベルを 3 段階ぐらいにレベル分けしています。まず

農学や農業を知るという、授業を聞くだけで知ること、これは到達レベル C とします。これは農機具メーカー

とか農薬、肥料、あるいは農業資材メーカーに就職する学生さんにとってはいいでしょう。そのまま役に立つか

もしれません。 

だけど、自動車を造るトヨタに行く人もいれば、いろいろ別の企業に行く人達もいるわけで、そういう人た

ちにとってはそこで農業をやるかどうか、そこがやればいいんだけれど、必ずしもそういう確率は高くはない

でしょう。 

そうすると、農業を教育資源として考えることがあって、農業を資源として考えたときに、それに対して工

学をどう活用できるかとか工業を語れる、工学を語れるかということだと思います。これが到達レベル B、あ

るいは最高のレベル A に相当します。農業を対象として、工学は何なんだということを語れるかどうか、説明

できるかどうか。これが、工業あるいは工学を深く考える一つのきっかけになるのではないか。 

あくまでも、全ての学生さんが農業をやるわけではない。とても、そういうわけじゃないのです。農業の素養

をつけることは、同時に工業技術者としての素養を深めることにつながっていくのではないかという、そのた

めに教育資材として使うという発想でやればよろしいのではないかと思います。 

【福井高専：Ｋ先生】ありがとうございます。ちなみに、教科書とかはそういう視点で書かれているのですか。見

せていたいただきましたが、教科書には興味があるんです。 

【高橋】いろいろ問題点もあると思いますが。今から、回覧させていただきます。 

【高橋】ほかにパネラーの方、高木先生。 

【高木】大体うちは 10 社ぐらいと農業関係で共同研究をやっています。その中で感じるのが、いろんな会社もか

なり多角化していて、今は自社の強みを農業、食品に活かそうという動きが加速化されていることです。 

高専卒も含めて、かなり企業から話を聞きにも来ます。新人研修で「プロジェクトを立てて東アジアで物を

売ってこい」、みたいな研修があるらしいですけど、その中でも農業を使うという動きがあるようです。それで

専門が工学だったから習っていないので教えてくださいみたいなかたちで質問されます。おおよそ 1週間に 1、

2 社は来るような感じです。 

車を造っていればいいとか工学だけで通用する時代は終わりつつあるのかなと。グローバルになって、自分の

強みをいろいろなところに活かせるというアイデアを持ったほうが、今は生き残れる率が高いかなと思ってい

ます。やらなきゃいけないかどうかは別としましても、やっているとそれが強みになりつつあるかなと感じて

います。 

【高橋】ありがとうございました。よろしいですか。 

【福井高専：Ｋ先生】ありがとうございました。 

【高橋】何か、ほかにございますでしょうか。 
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【旭川高専：ＳＫ先生】旭川高専のＳＫです。今日は、お話をありがとうございます。我々も似たようなことをや

っておりまして、我々と同じ方向に来ているなと思って聞いていました。問題点も同じところにたどり着いて

いるなと思っていたんですけれども、先ほどの濵田先生のお話を聞いて、なるほど、スタートの考え方も我々に

非常に近いと、そういうことになると、収れん進化というかたちになってきたのかなと思いました。 

我々の取り組みの違いは一つありまして、我々は農業だけじゃなくて食品、医療、福祉、地域の問題のいろ

いろな分野に手を出しているところです。先ほどのお話で濵田先生が言われたとおり、今回の取り組みはあく

までもツールで、農業でも福祉でもいろんなところに高専の学問が、技術が役立てることを学生に気付かせる

チャンスに非常につながったと。学生にいろんなこういうかたちで PBL をやらせていくと、僕の分野は何に役

立つのかなとよく理解していない学生がいたんですけれども、これをやって、ああ、ここに電気の力が使える

んだ、化学の力が使えるんだということで、気付かせのきっかけに非常になったと思っておりますので、これ

からもぜひ農業に非常に特化しているので勉強させていただきたいところもあります。 

反面、我々はいろいろなところに手を出しますので展開も非常にできると思います。このパッケージができ

ると今度は医療にこれをやってみよう、ほかの分野にやってみようというかたちで簡単に切り替えできると思

いますので、そのときはぜひお声をかけていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

【高橋】ありがとうございました。 

【旭川高専：ＫＳ先生】旭川高専のＫＳと申します。今のＳＫ先生と同じことですけれども、まず工学、こちらの

ほうは完全にスタート材料から企画に入って、なかばいろんな意味で完全に再現性が付く、そういった技術の

世界だと思います。 

一方、農学の農業のほうはまだまだ unknown のパラメーターが山ほどあって、当然スタートする種そのも

のも遺伝子の情報が微妙に違ったりということで、両者は本当に正反対の対象物だと思います。 

そういった場合に、工学系の学生に対して農学のパラメーターがあって非常に不確定要素が多いものも、工

学の再現性のあるものをどういうかたちで折り合いを付けて実際に教育されているかをお伺いしたいと思って

います。 

【高橋】それは次のカリキュラムのこともありますので、まとめて一緒でもよろしいですか。 

【旭川高専：ＫＳ先生】結構です。 

【高橋】ご質問、ありがとうございます。 

先ほどのをまとめますと、会社としては農業関係だけに行く学生を育てたいということではなくて、トヨタ

とかさまざまなところに行くと。そういう中で、今回の部分は工学そのものを深める教育資材として使うとい

うこと。一方で、会社のほうも多角化がどんどん進んでいて、工業にということではなくなりつつもあるんだ

よということもお話をいただきました。 

では、次のお題に行きたいと思います。次は、そういうことで仮に必要だとした場合に、具体的にはどんな

カリキュラムがいいのかということをディスカッションしていただければと思っておりまして、アグリエンジ

ニアリング教育を導入するためのカリキュラムはどんなものだろうか、あるいはアグリエンジニアリング教育

を導入した後はどんなことをすればいいのかということでお話をいただきたいと思います。さまざまな視点が

あろうかと思います。まず内野先生、よろしいですか。 

 

テーマ：(3) AE教育を導入するための必要なカリキュラムは？ 

(4) AE教育を導入した後は、どのようなことをすれば良いか？ 

 
【内野】先ほど教科書が回っておりましたけれども、農学の教育を本当にやるんであれば、非常に時間をかけて一

つの章を半年かけてやるというかたちになってくると思います。最低限は、やはり植物のことをどうしても知

っておかなければいけないということで、作物学であるとか植物生理学は絶対に逃してはならないところでは

なかろうかと思います。 

あとは、実際に農業というものがどういうものであるかを知るためには、残念ながら座学では分かりません。

農学部の教育も、もちろん座学で今言ったような科目があるんですけれども、実際に現場に近いところを見る、
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と。先ほどの清水先生のご質問もその方向だろうと思いますが、会場の方々からパネラーのそのような提起に

対して、何かコメント等がありましたらお願いしたいと思います。実習に関しては、都城高専さんも今第 3 農

場までお持ちだと伺っていますが、さまざまな。 

 
＜質疑応答＞ 

【旭川高専：ＳＫ先生】今の第 3 農場についてお聞きしたいんですが、旭川は雪が降る所でして、農業体験とい

うかたちは、実はハウスは作っているんですけれども、除雪の関係等に非常に苦労しているんです。さらに第 3

農場があるということは、畑の手入れとか維持はどういうふうにされているのか非常に関心を持ったんです。 

旭川は、できるところはやっていてポット栽培をしました。ハウスの中で土づくりはできないので、近隣の

市町村にしてくれるところがありまして、バスで移動して、そしてそこで農業体験するという形ですが、そこ

らへんのノウハウを教えていただけるとありがたいと思います。 

【高橋】都城のグローカルセンター長の髙木先生。 

【髙木】今の質問ですが、一応本校で置いている農場はすごく小さい規模で 1 アールもないぐらいの小さい所で

すが、基本的には高専の空き地を使っています。空き地の土を掘り返して石をどけて土を入れ替えてというと

ころまでやりました。そのへんは、実際に一般科目の先生にすごく園芸に詳しい先生がいらっしゃって、その方

を中心に作りまして、あとは技術職員のご協力も得まして、基本的な管理は一般科目の先生と技術職員の先生

がされています。協力的なスタッフがいらっしゃったところが大きいのかなと思っています。 

あとは、規模をできるだけ限定して小さくして必要なだけに限って、かつ、できるだけ近場に置くようにし

たところがミソかなとは思います。 

【旭川高専：ＳＫ先生】ありがとうございます。我々と同じように、協力できるところでやっていることがよく分

かりました。ありがとうございます。 

もう一つですけれども、カリキュラムの中でビジネスというかマーケティングが非常に大事だということが

よく分かりました。それも入れていくんですけれども、データサイエンスといったところの組み込みはどのよ

うになされていますか。お願いします。 

【高橋】それはこれからの課題でして、うちも経営の視点を入れたいのですが、やっと今年に計画を立ち上げつつ

ある段階で、経営の場合は経営学と経営工学とあって、経営工学になるとかなり数学をいろいろ使うんですけ

れども、それも変な話ですが、つまみ食いをするかなというふうに思っていまして、経済学部の先生とも相談し

ているんですけれども。経営の部分を 8 週以内でやって数学の部分を 5 週以内ぐらいでやって、あとは実践で

例えば菅井様のように実際に経営されていらっしゃる方に 1、2 週お話をいただくというスタイルかなというふ

うに今考えているところでして、これからまさにいろいろご提示して議論していかなければいけないところだ

と思っております。 

ということでカリキュラム、先ほどのＫＳ先生のお答にも半分なっていたかなと思うのですけれども、我々

が技術者を育成するに当たって簡単に言うと概念形成して、しかも実際に体で語れるようにしながら世界を広

げていく。それが、自分自身の工業技術の進化にもつながる。そういうようなことをするためのカリキュラム

ということですので、概念形成と実際の実習はペアでやるしかないだろうと思っています。ＫＳ先生、何かお

考えはございますか。 

【旭川高専：ＫＳ先生】先ほどの私の質問は、工学の場合ですと同じ条件でやれば完全な再現性がありますけれど

も、当然農業の場合は、同じ光を当てて同じ栄養を与えて同じ時間がたっても同じ長さには成長しない。そうい

った点を、学生たちはどのように理解しているのだろうかと。 

ある意味では、実社会に出たら全てがそうのなで、そういう意味での勉強としては非常にいいかもしれない

ですが、完全な 1、0 のデジタルに慣れた学生にとっては超アナログなので、そこをどういうふうに教育されて

いるのかということです。 

【高橋】農学概論の最初で高木先生にもそこをすごく言われまして、t 検定を必ず入れなきゃ 

 いけないということをどうしようかなと。つまり、まさにモノづくりからイキモノづくりへといったときに、イ

キモノづくりもモノづくりだと言ってしまうためには、いろいろ大きな壁が何個もあって、そのうちの一つが
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現場を見る。近いところと申しましたのは、全く生産がお金に結び付くか付かないかというところで近いとこ

ろと申し上げたんですが、農場実習がございます。その農場実習は、システマティックに農場の職員が組んで

おるわけですけれども、これを行うことによって農業とは一体どんなものかということが身をもって分かるん

ですね。 

こういうところをやっていただけば学生の視点の中に、例えば自分でやっているところで農作業をやって、

ここでもうちょっとこうやったら工業的な、工学的な考え方を入れていったら、ここはこうできるよというこ

とが実際に分かってくる。座学だけでは、右から左に専門的な話を聞いていてもよく分からないところがござ

いますので、農場実習的なところがあれば非常に、先ほどの高橋先生の話の中に実習ということが出ておりま

したけれども、ああいうことを充実させていただければと存じます。 

私も高橋先生のところで実際に講義させていただきましたが、そのときの学生さんの反応は、工学の前期の

学生さんですが、やっぱり知らなかったと。そういうふうな農学のところに、農業のところに工学的な技術が

利用できるんだということを知らなかったという学生さんがたくさんおられて、自分がやっていることはここ

に役立つんじゃないかという感想を書いてきた学生さんが何人もおります。ですから、そういうふうな農学を

教えていくことは非常に重要ではないかと思います。何をやるかということになりましたら、農場実習を中心

に座学を組んでいただきたいというふうに存じます。 

【高橋】ありがとうございました。 

では濵田先生、実際に実践もされてみて。 

【濵田】今の内野先生の実習につきましては、実際に体を動かして農業することが絶対に必要だと私も思います。

それから作物あるいは植物、そしていわゆる生物とはどんなものかということも知らなければならないと思い

ます。 

そのほかに私が考えるのは、先ほど菅井さんが MBA の資格を取っておられると言われましたが、このマー

ケティングは農業だけでなく工業でも絶対に必要な取得しておくべき、カリキュラムの中に入れるべき項目か

なと思っています。以上です。 

【高橋】ありがとうございます。 

中川先生、よろしいですか。 

【中川】農学概論を学ぶ上でも、とにかく最低限、高校の基礎生物の知識は必要ですけれども、それ以外はみんな

生物なのでご飯を食べているわけです。実験実習をうちではまだ実現できていないですが、自分が食べている

もの、食という動物であれば必ず必要なもので、そこにいかに工業が関わっているかを納得させると、学生もそ

れなりにモチベーションが上がるんです。最終的に、そういうことを利用しないところに就職したとしても、安

心・安全というか自分が食べるものを選ぶときの基準にも使えますので、それによってより豊かな生活ができ

ることを納得してもらえればモチベーションは上がるのではないかと思っています。 

実験実習を自分の学校でするのが難しい場合にも、外部の農家さんなどと協力すれば、半年に 2 回ぐらいは

どうにか外部実習ができるような形に持っていかれれば、もう少しいいんじゃないかというふうに考えており

ます。以上です。 

【高橋】ありがとうございました。高木先生、いいですか。 

【高木】私は、会社と共同研究で製品開発をやっているんですけれど、そのときに会社さんからよく言われるの

が、確かに先生の装置を使うと植物の育ちも良くなりますし農作物の持ちも良くなるんですけれど、それはど

うしてですかと聞かれるんです。 

そのときに、説明のベースになるのが、先ほど中川先生がおっしゃっていたような高校で習っているような

生物や植物生理からの展開になってしまいます。製品開発のときには実習で体得しておく必要があります。核

となるのは高校生物とか植物生理、それを使いながら実習を行っていくことがその後に役に立つという感触を

持っています。 

【高橋】ありがとうございました。実習の大切さ、そして生物基礎の上にモチベーションを高めるために食べ物と

かそういうものを利用する。そして、一方で技術の立場から生物に当たってみて、体を動かしてセンスを身に付

けていく。高専の教育は理論と実践を両方やることでしょうから、それにも沿ったかたちになっているのかな
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と。先ほどの清水先生のご質問もその方向だろうと思いますが、会場の方々からパネラーのそのような提起に

対して、何かコメント等がありましたらお願いしたいと思います。実習に関しては、都城高専さんも今第 3 農

場までお持ちだと伺っていますが、さまざまな。 

 
＜質疑応答＞ 

【旭川高専：ＳＫ先生】今の第 3 農場についてお聞きしたいんですが、旭川は雪が降る所でして、農業体験とい

うかたちは、実はハウスは作っているんですけれども、除雪の関係等に非常に苦労しているんです。さらに第 3

農場があるということは、畑の手入れとか維持はどういうふうにされているのか非常に関心を持ったんです。 

旭川は、できるところはやっていてポット栽培をしました。ハウスの中で土づくりはできないので、近隣の

市町村にしてくれるところがありまして、バスで移動して、そしてそこで農業体験するという形ですが、そこ

らへんのノウハウを教えていただけるとありがたいと思います。 

【高橋】都城のグローカルセンター長の髙木先生。 

【髙木】今の質問ですが、一応本校で置いている農場はすごく小さい規模で 1 アールもないぐらいの小さい所で

すが、基本的には高専の空き地を使っています。空き地の土を掘り返して石をどけて土を入れ替えてというと

ころまでやりました。そのへんは、実際に一般科目の先生にすごく園芸に詳しい先生がいらっしゃって、その方

を中心に作りまして、あとは技術職員のご協力も得まして、基本的な管理は一般科目の先生と技術職員の先生

がされています。協力的なスタッフがいらっしゃったところが大きいのかなと思っています。 

あとは、規模をできるだけ限定して小さくして必要なだけに限って、かつ、できるだけ近場に置くようにし

たところがミソかなとは思います。 

【旭川高専：ＳＫ先生】ありがとうございます。我々と同じように、協力できるところでやっていることがよく分

かりました。ありがとうございます。 

もう一つですけれども、カリキュラムの中でビジネスというかマーケティングが非常に大事だということが

よく分かりました。それも入れていくんですけれども、データサイエンスといったところの組み込みはどのよ

うになされていますか。お願いします。 

【高橋】それはこれからの課題でして、うちも経営の視点を入れたいのですが、やっと今年に計画を立ち上げつつ

ある段階で、経営の場合は経営学と経営工学とあって、経営工学になるとかなり数学をいろいろ使うんですけ

れども、それも変な話ですが、つまみ食いをするかなというふうに思っていまして、経済学部の先生とも相談し

ているんですけれども。経営の部分を 8 週以内でやって数学の部分を 5 週以内ぐらいでやって、あとは実践で

例えば菅井様のように実際に経営されていらっしゃる方に 1、2 週お話をいただくというスタイルかなというふ

うに今考えているところでして、これからまさにいろいろご提示して議論していかなければいけないところだ

と思っております。 

ということでカリキュラム、先ほどのＫＳ先生のお答にも半分なっていたかなと思うのですけれども、我々

が技術者を育成するに当たって簡単に言うと概念形成して、しかも実際に体で語れるようにしながら世界を広

げていく。それが、自分自身の工業技術の進化にもつながる。そういうようなことをするためのカリキュラム

ということですので、概念形成と実際の実習はペアでやるしかないだろうと思っています。ＫＳ先生、何かお

考えはございますか。 

【旭川高専：ＫＳ先生】先ほどの私の質問は、工学の場合ですと同じ条件でやれば完全な再現性がありますけれど

も、当然農業の場合は、同じ光を当てて同じ栄養を与えて同じ時間がたっても同じ長さには成長しない。そうい

った点を、学生たちはどのように理解しているのだろうかと。 

ある意味では、実社会に出たら全てがそうのなで、そういう意味での勉強としては非常にいいかもしれない

ですが、完全な 1、0 のデジタルに慣れた学生にとっては超アナログなので、そこをどういうふうに教育されて

いるのかということです。 

【高橋】農学概論の最初で高木先生にもそこをすごく言われまして、t 検定を必ず入れなきゃ 

 いけないということをどうしようかなと。つまり、まさにモノづくりからイキモノづくりへといったときに、イ

キモノづくりもモノづくりだと言ってしまうためには、いろいろ大きな壁が何個もあって、そのうちの一つが
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化学メーカーさんがあるのですが、アグリ事業でマンゴー栽培をやられるのですけど、それをパッケージ化し

て海外に展開していくというので共同研究をしています。こういったような企業さんも一つの出口になるかな

と。 

可能性があるかどうかはあれですが、農業生産法人も一つの可能性になるかなと。ちなみに、私どもの会社

にも高専卒業のメンバーが一人いますが、農業生産法人で活躍されてからうちのほうに入っていただいていま

す。農業生産法人さんの場合はいわゆる工学の知識だけではなくて、マーケティングとかファイナンスとかア

カウンティングの知識も必要になってくるんじゃないかと思います。 

以上の三つが出口として考えられると思います。 

 

（略） 

 

  

  

  
  図 8.6-1 平成 30年度全国高専フォーラムオーガナイズドセッションの様子 
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まさにおっしゃったことの一つなので、農学概論の中にも条件をいかにそろえても後はあなた任せ、みたいな

ところがあるので、それも農学の一部なんだという、そういう視点も入れ込みたいなと。 

【内野】今おっしゃったとおりですけれども、実際に農学者もそのことについては随分昔から苦労しているみた

いで、ANOVA、分散分析ですね。ああいうのは農学、アメリカの農事試験場のフィッシャーさんという方が実

際にやられて、そういう意味での統計学は農学の分野から興っているということですので、t 検定というお話が

出ましたけれども、必ず私どもでも実際にデータが出た場合には、それを統計解析して有意差があるかないか

はきちんと発表するときには出すということにしております。 

【旭川高専：ＫＳ先生】ありがとうございました。 

【高橋】ということでイキモノづくりにアプローチすると、そういう工学者の視点が広がっていくことがとても

面白いと思っています。 

時間の関係で次に行かせていただきます。最後ですけれども高専を卒業後、活躍が期待される場はどんな場だ

ろうかと。議論の中に出ておりましたけれども、それをパネラーの方に 1 分以内でそれぞれお願いします。高

木先生、お願いします。 

 

テーマ：(5) 高専を卒業(修了)後、活躍が期待される場は？ 

 
【高木】例えば進学した場合、大学に進学する場合は今大学も改組でどんどん複合化しています。工学部は理工学

部になっています。農工連携もあって、うちが概算要求で今年立てたのは、工学と農学が連携した次世代アグリ

イノベーションセンターです。私はそこの副センター長です。そんなかたちで進学しても非常に AE 教育は強

みになる傾向にあります。 

先ほどもちょっとお話ししたんですけれども、工学系の企業も業種を食に展開しつつあります。え？と思う

ような普通に電機メーカーと思っている会社がそういう展開をしています。就職しても AE 教育を受けたこと

をアピールすればそういう部署に行かれる可能性もあります。自分の武器が増えるというイメージを持ってい

ます。 

【高橋】ありがとうございます。 

では、内野先生。 

【内野】こういう教育をされた後は、出口を探してやらないといけないということがあるんじゃなかろうかと思

います。今高木先生がおっしゃたようなことをやっている企業さんを、教育する側も知っておかないといけな

いということですね。そういうところを紹介するということ。 

要するに、農業に興味を持った学生さんがそういうところに就職したいというのであれば、そういうところ

を紹介するような、あるは大学の先生方とタイアップしてそういうところを紹介することが必要かと思います。 

もう一つは、これは私どもの期待でもありますが、大学の農業工学系の大学院に進学することも一つの手だ

と思います。実際に、私が所属しております農業食料工学会の中でそういうお話をしますと、高専からの卒業

生が大学院に進学してくるということであれば非常に歓迎すると。要するに、工学的な素養を持った人が大学

院に入ってきていただいて、そこで研究していただくことは非常に歓迎すると皆さんがおっしゃっております

ので、そういう方向性もあるのではないかと思います。 

【高橋】新しい進学の道ということですね。 

菅井さん、お願いします。 

【菅井】まず卒業生は、私どもの会社にぜひ応募していただきたいと思うのですけど、それは冗談にしても三つあ

ると思います。一つはアグリテックベンチャーを皆さんはお聞きになったことがあるか分からないですが、今

すごくベンチャー業界でも注目されていまして、私が今勤めている会社は 2 年間で 7 億ぐらい資金調達できて

いるのです。同じような会社で、牛の耳にセンサーを付けて遠隔で把握するというファームノートという会社

があるのです。確か、旭川高専さんの卒業生の方がやられている。こういうようなところが活躍の場かなと。 

二つ目が農機メーカーさんは活躍の場ですし、アグリ事業を展開される新しい会社さんは結構あるのです。

私どもも最近共同研究を始めて、今日テレビ東京でプレスリリースされますが、東洋インキさんという大手の
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化学メーカーさんがあるのですが、アグリ事業でマンゴー栽培をやられるのですけど、それをパッケージ化し

て海外に展開していくというので共同研究をしています。こういったような企業さんも一つの出口になるかな

と。 

可能性があるかどうかはあれですが、農業生産法人も一つの可能性になるかなと。ちなみに、私どもの会社

にも高専卒業のメンバーが一人いますが、農業生産法人で活躍されてからうちのほうに入っていただいていま

す。農業生産法人さんの場合はいわゆる工学の知識だけではなくて、マーケティングとかファイナンスとかア

カウンティングの知識も必要になってくるんじゃないかと思います。 

以上の三つが出口として考えられると思います。 

 

（略） 

 

  

  

  
  図 8.6-1 平成 30年度全国高専フォーラムオーガナイズドセッションの様子 
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 (5) オーガナイズドセッションアンケート結果 
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 (5) オーガナイズドセッションアンケート結果 
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8.7 高専生へのアグリエンジニアリング教育プログラムの紹介パンフレット<案> 

  本科入学時に配布する授業シラバスに綴じこんだ形で周知を図るとともにホームページ

(HP)にも紹介する。 
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